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たいていの西洋哲学史の教科書は、紀元前七世紀あたり
の小アジアの植民都市に「自然を語るひとびと」
（ピュシオ
ロゴイ）
が現れた時点から始める。そのひとりであるタレ
スは、自然の「原理」
（ギリシア語のアルケー）
とは何かとい
う問いを発した。神話的な形象が戦いあったり大地を産んだりするようなそれまでの説明とは違って、タレスのその問いは、本来の意味で 哲学知の最初の《開け》という断絶であったと言われる。それ以後哲学の知は、実に豊かな思索の清華を生みだすのだが、なかでも紀元前四世紀ごろのプラトンの「イデア」説は、 の後のあらゆる哲学のひとつ 祖型をなしている。ところが こ 学説は神話m
yth
のギリシア語源であるミュートス＝物語として語ら
れている。哲学者は、目で見て確かめ こと きる実在を超えた彼方の存在に焦がれてしまう だが、 の存在魅力は壮大な神話物語として か表現できなかっ
　
それでも人間は、自分の知的発見が、先行する神話を超
えるのだと繰り返し言い張り続けてきた。たとえば、科学的な認識の段階がそれまでの知にとって代わるはずだという思い込みは、一九世紀後半の特徴的な気分だっ 。二〇世紀後半のポストモダンの哲学にも似たような振る舞いがある。ジャン＝フランソワ・リオタールの『ポストモダンの条件』は、それまで 「大きな物語」が終焉し、神学や形而上学を克服して成立しているはずの科学的合理性や社会主義思想ですら無効に 時代が来たと断 した。根拠への哲学的問いが決まっ 失敗するのは、言葉は遊戯にすぎないからだという。そ 人間性や理性という万能観念が失墜してしまったあとの、どこか解き放たれた気分が二〇世紀の八〇年代にもてはやされた。もっとももまた暗黙のうちに、以前の知の次に別の思考のステージを描いてしまう数直線的思考 神話に捉わ ていた か
しれない。しかも、ポストモダンの狂騒が色あせた二一世紀のいま、わたしたちの世界にあふ かえ のは、ユーフォリア的な感覚とは け離れた排外主義と戦争 難民である。　
ところで、最近では、後の知が先の神話を超えていくと
いうパターンを根底からひっくり返すような思考も、脚光を浴びてい ユヴァル・ノア・ハラリのベストセラー『サピエンス全史――文明の構造と人類の幸福』は、そもそ数万年前、われわれの先祖が神話を手に 瞬間こそが決定的な飛躍あるいは断絶だった だ いう。 れがい 「認知革命」とは、ホモサピエンスが、たとえば「動物の頭をもった人」という異形の形象を、つまり を描 瞬間に起こった。そうした形象を想像しかつ共有するようになったことで、かれらはネアンデルタール人に比べて身体的劣っていたにも関わらず、神話的世界像 介して巨大な集合的行為を可能にしたのである。かれら そ 力によって、他の人類種を
（おそらくは）
絶滅させることになり、他の動
植物種に対するいびつな専制者の位置を占めることになた。それが文明の起原であるという。ハラリの議論は、何かある暗い未来予想と結 けて語られることが多 が、少なくとも、かれは人間にまつわ あらゆる楽天的な発展史観を徹底的に打ち砕くという点 仮借な 。その暗澹た
る未来予想に同調するかどうかはともかくとして ここから人間は、ふたたび神話の恐るべき力とい 相についてもう一度考えなくてはならないことだけ 確かなよ だ。
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